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I 問題の所在と研究の目的
文部科学省 (2016) 「平成 27年度公立学校教員採用選考試験の実施状況について」によると，公立中
学校・高等学校の教員採用者の国立教員養成大学・学部出身者と一般大学出身者の比率は，表 1のとお
りである。中学校や高等学校に採用される多くの教員が，一般大学・一般学部の「開放制における教員
養成」，つまり，教職課程で教員免許状を取得する者が多いという実態がある。
表 1 平成27年度公立学校教員採用選考試験の実施状況 （文部科学省， 2016による）
区 分 中学校 高等学校
国立教員養成 人数 8,441人 3,643人
大学・学部 比率 14. 0% 10. Oo/o 
人数 44,470人 26,295人
一般大学・一般学部
比率 73. 7% 72. 3% 
また，文部科学省 (2013)「大学院段階の教員養成の改革と充実等について」では，今後の大学院教育
では，高度な専門性と実践的指導力を身に付けたスクールリーダーの育成が急務であり，教職大学院の
重要性が指摘されている。
本研究は，高度な専門性と実践的指導力を育むことのできる，開放制における教員養成と教職大学院
とを接続させるカリキュラム開発を行うことを目的としている。本稿では，上記のカリキュラム開発研
究を進めていく上での第一段階として，①中学校・高等学校の教員免許状取得を目指す教職課程履修学
部生を対象にした意識調査，②教職大学院学部直進生（ストレートマスター）を対象にした意識調査を
実施したので報告をする。
ところで，教職課程履修学部生を対象とした先行調査研究として，伊藤 (2004, 2005) は，学内に設
置されている教育実習指導室が学生の教職への意思形成にどのように生かされているのかを調査してい
る。中島 (2006) は，学生の教職課程を履修している目的，教職への志望意識などについて調査を行っ
ている。また，酒井ほか (2013) は，教職に対する志望意識と学習への取り組みに関する調査を実施し
ている。しかし，教職課程のカリキュラム改善の視点での調査は行われてきていない。
また，教職大学院生を対象とした先行調査研究として，森 (2015) は，現職教員院生と学部直進生の
「実践的指導力」に対する捉え方の違いについて明らかにしている。宮下・倉本 (2015)は，現職教員
院生の修了者と在学者を対象に，現任校における役割や意識などについて調査し，教職大学院のカリキ
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ュラム改善について検討を行っている3 しかし，学部直進生を対象とした教職大学院のカリキュラム改
善の視点での調査は行われてきていないe
n 教職課程履修学部生の意識調査
1 . 調査目的
?
る
2 調査方法
2016年7月に，神奈川県内にある A大学で中学校・高等学校の理科教員免許状取得を目指す教職課
程履修学部生（理工学部と農学部）の 3年生と 4年生の 43人（男性 30人，女性 13人）を対象に，教職
課程に対する意識に関する調査を質開紙法により実施した。
3. 調査項目
調査は，［教職課程を履修 」,
とJ,
に向けて取り組んだこと」，「教育実習に行くにあたり
どの項
4 調査結果
(1) 教職課程を履修した理由
教職課程を履修した理由を項巨ごとに最も当てはまる意識について 1つ浬択をしてもらった。 Z
の結果は，表2のとおりである。
2 教職課程を履修した理由 （単位；％）
由 I4 I 3 ? ー
60. 5 I 1. 
53.5 
資格を取得したいから 48. 8 I 37.2 
子どもや生徒が好きだから 53. 5 I 32.6 
教育に興味があったから 5. 8 I 27. 9 ! 16.3 
理科を生徒に教えたいから 46. 5 44.2 9.3 
-れまでに理想の先生にめぐり ら 39.5 39. 5 lL 6 
???
? ?
?
??
??
，―???
「将来，教職に就きたいから」と考えて教職課程を履修した学生が，「とても思う→ と r思う」を
合せて 86.1%と非常に高いことがわかるつ同様に，教職課程を履修した理由として「とても思う-
と「思う」を合せると，「職業選択の幅を広げたいと思ったからが 90.7%, 澳理科を生徒に教えた
いから」が 90.7%, 「子どもや生徒が好きだから」が 86.1%, 「資格を取得したいから］が 86.0%, 
「教育に興味があったから」が 83.7%, 「これまでに理想の先生にめぐり合えたから」が 79.0%と
る。一方，「いじめや問題を抱えた生徒を支えたいから」という考
46. どまっていることも
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(2) 教育実習に向けて取り組んだこと
質問；「あなたは，教育実習に向けてどのようなことに力を入れて取り組んだのでしょうか。また
は，今後取り組んでいきたいと考えますか。次の中から 3つ以上お選び下さい。」に対して，選択式
で回答をしてもらった。その結果は，表3のとおりである。
表3 教育実習に向けて取り組んだこと
教育実習に向けて取り組んだこと ％ 
生徒とのコミュニケーションの取り方に関すること 62.8 
授業における発問の内容や方法に関すること 53. 5 
生徒主体の授業方法（アクティT'・ぅー ニンク｀ ）に関すること 48.8 
教材（観察・実験・実習を含む）の作り方に関すること 46. 5 
学級づくりやホームルームづくりに関すること 23. 3 
学習指導案の作り方に関すること 23.3 
板書計画や黒板に貼るカードの作り方に関すること 20.9 
教師の仕事理解などに関すること 20.9 
「生徒とのコミュニケーションの取り方に関すること」が 62.8%と最も高く，「授業における発
問の内容や方法に関すること」が 53.5%, 「生徒主体の授業方法（アクティブ・ラーニング）に関
すること」が 48.8%, 「教材（観察・実験・実習を含む）の作り方に関すること」が 46.5%と続い
ている。 A大学で，中学校・高等学校の理科教員免許状取得を目指して教職課程を履修している学
生は，教育実習に向けて生徒理解や授業づくりに力を入れて取り組んだ，または，今後取り組んで
いきたいと考えていることがわかる。
(3) 教育実習に行くにあたり教職課程の授業の中で役に立ったこと
質問；「あなたが教育実習に行くにあたり，大学の教職課程の授業でどのようなことが役に立った
（役に立つ）と思いますか。」に対して，自由記述で回答をしてもらった。
その結果，模擬授業がとても参考になったなど，「模擬授業」の用語を入れて回答した学生が
67. 4% (3年生 19人， 4年生 10人）いた。また，指導案の書き方など，「指導案」の用語を入れて
回答した学生が 14.0% (6人）いた。つまり，教育実習で学生が一番不安なのが一人で授業を行う
ことである。そのことからも，模擬授業や指導案の作成などが教職課程の授業の中で役に立ったと
考えていることが推察できる。
(4) 教職課程の授業に望むこと
質問；「あなたがさらに自信をもって教育実習で教科指導を行うために，大学の教職課程の授業が
どのようであったらばよかった（よい）と考えますか。」に対して，自由記述で回答をしてもらった。
その結果，模擬授業を多く取り入れるなど，「模擬授業」の用語を入れて回答した学生が 69.8% 
(3年生 19人， 4年生 11人）いた。このことは，上記(3)の教育実習に行くにあたり，大学の教
職課程の授業で「模擬授業」が役に立ったと考えていることとほぼ同じ割合を示している。教職課
程を履修している学生にとって，実践的指導力を身に付けることができる授業を望んでいることが
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(4 
5 教職課程の課題と改善の方向性
教職課程を履修している学部生が，教育実習に向けて，生徒理解や授業づくりに関することに取り組
んでいきたいと考えていることがわかった。その意味でも，模擬授業や指導案の作成などが教職課程の
授業の中で役に立ったと考えている。しかし，実際の教職課程の授業では，講義型の授業が多いなどの
課題もある。学生自身の協議を増やし，模擬授業などを通して実践的指導力を身に付けることのできる
授業内容に改善をしていくことが急務である。
m 教職大学院学部直進生の意識調査
1 . 調査方法
2014年7月に，中部地区にある国立 B大学教職大学院の学部直進生（ストレートマスター）の 44人
を対象に，教職大学院での学びに対する意識に関する調査を質問紙法により実施した。
2 調査項目
調査は，「力を入れて学んでいる領域」，「教職大学院修了後に力を入れていきたい領域」，「校内研修で
果たしたい役割」，「教職大学院の学びが将来どのように役立つと思うか」，「自由意見」などの項目につ
いて行った。
3. 調査結果
(1) 力を入れて学んでいる領域
教職大学院に在籍している間どのような領域に力を入れているかについて，複数回答可で答えて
もらった。その結果を表5に示す。
表 5 教職大学院で力を入れて学んでいる領域
領 域 人数 ％ 
各教科など授業づくりに関する領域 40 90.9 
生徒理解など学級づくりに関する領域 26 59. 1 
特別支援教育に関する領域 4 9. 1 
学校評価など学校づくりに関する領域 2 4. 5 
その他（いじめや体罰問題など） 2 4. 5 
学部直進生にとって，教職大学院に在籍している間に力を入れている領域として，「各教科など授
業づくりに関する領域」が 90.9%と最も多く力を入れていることがわかる。次に，「生徒理解など
学級づくりに関する領域」が 59.1%である。授業づくりに比べると約2/3に減少していることが
わかる。
一方，「特別支援教育に関する領域」が 9.1%,「学校評価など学校づくりに関する領域」が 4.5%, 
「その他（いじめや体罰問題など）」が 4.5%と力を入れて学んでいる学生が少ないことがわかる。
教職大学院の学部直進生にとっては，学校実習などで直面している授業づくりや学級づくりに気持
ちが向いていることが考えられる。また，特別支援教育や学校づくりも，今，直面していないこと
で力を入れている学生が少ないことが推察できる。
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(2) 教職大学院修了後に力を入れて
つ
い領域
ょ
らっ
75. 
づく
」が 2億
こヽと
(3) 校内研修で果たしたい役割
?
いる
もらった。
「研修を引っ張っていくリ
院での学びを校内研修で伝えていく
り提案したり
よう 自由
12人 (27.3%), 「教職大学
11人 (25.0%), 「校内研修で積極的に自
(4) 教職大学院の学びが将来どのように役立つと思うか
いること
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(5) 自由意見
教職大学院の学びについて自由に意見を記述してもらった。
それらの記述の中から， 2人の特徴のある記述を以下に示す。なお，アンダーラインは筆者によ
る。
① 「学部時代の学びとの系統性に欠ける 教職大学院に来てはじめてここまで実践的なことを学ん
だ。教職大学院から学部の学びへ働きかけることはできないのだろうか。また，学部（教職課程）
の学びを生かした授業が教職大学院にはないと感じる J
② 「どちらかと言うと，小学校の教科が授業づくりのメインとなっているため，専門教科の授業づ
くりについて学びたいと思った」
①の「学部時代の学びとの系統性に欠ける」，「学部（教職課程）の学びを生かした授業が教職大
学院にはないと感じる」の記述は，本研究のテーマでもある，開放制における教員養成と教職大学
院とを接続させるカリキュラム開発を行うことの必要性を示していることがわかる3
また，②の「専門教科の授業づくりについて学びたいと思った。」の記述は，平成 20年度に教職
大学院が 19大学に設置された頃は，国立教員養成大学・学部に教職大学院が設置されたため，どう
しても小学校教員養成に傾いていたことが推察できる。
IV 開放制における教員養成と教職大学院とを接続させるカリキュラム開発の可能性
教職課程を履修している学部生にとって，授業づくりや生徒理解に関する授業が役立ったと考えてい
るが，実際の授業では，講義型が多いなど課題が多い。また，教職大学院の学部直進生にとっても授業
づくりや生徒理解など学級づくりに力を入れるとともに，教員になった後も役立つと考えている。しか
し，一般学部の教職課程と教職大学院の学びとの間に系統性に欠けるなど，双方を接続させるカリキュ
ラムには課題が多いことが見えてきた。
ところで，国立教員養成大学・学部の上に設置されている教育学研究科などは，大福な大学院改革に
より，平成 29年度には 53の大学に教職大学院が拡充され，ほぽすべての都道府県に設置されている。
こうした現在，各教職大学院は「教科教育学」や「教科内容学」の教員が教職大学院のスタッフに加わ
り，中学校・高等学校の教科の専門性にも対応できる仕組みができつつあると言える。ここに，一般学
部での教科の専門性と教職大学院での教科の専門性を接続させていくカリキュラムを構築していく可能
性が示唆されるものと考える。
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